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エスホールの組み合わせ例

（1）直接マンホール蓋を載せる場合

（3）中床版のある場合

（2）通常の場合
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開口方法など

（1）サイズ選定にあたっては、開口がハンチにかからないようにします。
※基礎ブロック（B）底版部にも50mm以上のハンチがあるので開口が、かからないようにします。

（2）斜めに流出入する場合の制限

（3）基礎ブロック（MB）の開口残り
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　管を斜めに流出入させる場合の管中心線の位置は、

右図に示すように管中心線がエスホール側壁の中心

点を通る位置とします。これはボックスカルバート

が流出する場合も同様とします。

　基礎ブロック（MB）の開口残りは使用する基礎ブロッ

ク（MB）の有効長の1/3以上を原則とします。ただし、

有効長1,500㎜以上の基礎ブロック（MB）では次表の

値以上とします。

（4）ステップは1000形～3000形で300ワイド、3500形で400ワイドを標準とします。
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ʢʣ։ܘޱは����形ʙ����#形でП����PSП���、����形でП����PSП����とする。
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ʢʣ։ܘޱʢ%ʣは����形ʙ����形でП����PSП���、����形でП����PSП����とします。
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中間ブロック据付 頂版据付 円形マンホール
据付

　中床版の据付完了後、中間ブロックをク
レーンにて吊りおろし据付を行います。
　組上がりブロックの継目に段差を生じ
させないよう、内面よりサポート等を使
用して、精度良く組上げます。
　足掛金具の位置を確認することで据付
方向を間違わないようにします。
　連結用切欠部が中間ブロックに有る場
合は、あらかじめ連結ボルト、座金をセ
ットして仮締を行います。

　中間ブロック据付完了後、頂版をクレ
ーンにて吊りおろし据付けを行います。
　頂版、人孔の位置が設計どおり位置し
ているかどうか確認します。

　円形マンホールを据付けます。
　据付け完了後、連結用切欠部は、モル
タルを詰め仕上げます。






